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ハウス・オブ・ザ・イヤー・イン・エレクトリック 2007 
申請書 

 
 

□応募者及び物件 
 
応募者 貴社名：                                        

ご所属・ご担当者名：                                  

物件 住宅シリーズ等名称：                                   

応募地域    ：Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ 

暖冷房運転方式： 部分間歇 ・ 全館連続 

＊）応募する“住宅シリーズ”は、各社で既に設定されている商品シリーズ名でも、応募に当たり新たに設定・

区分したシリーズ名等でも構いません。 

なお、複数地域仕様での応募の場合、それぞれ書類のご提出をお願いします。 

 
□基本事項確認シート（詳細は「別紙」にご記入下さい。） 

項目区分 審査項目 備考 

視点１ 

暖
冷
房 

外皮性能 断熱・日射遮蔽 

「別紙1」にご記入下さい。 
 
なお、高効率暖房、冷房シス

テムは、“ビルトイン”、お客様

への“提案”のどちらかを記載

（左項目に○）して下さい。 

設備性能 

高効率暖房システム 
ビルドイン 

提案 

高効率冷房システム 
ビルドイン 

提案 

給
湯 設備性能 高効率給湯器 

視点２ トータルな省エネ性能向上のための工夫と先進性 

「別紙2」にご記入下さい。 
視点３ 他の性能と省エネルギー性とのバランス・連携 

視点４ 
応募した省エネ住宅の普及に関わる取組 

参考データ 
標準的坪単価 円／坪

具体数値をご記入下さい。
期間中供給数実績 件／年

注）「視点１」（「別紙１」）で記載して頂く設備性能値については、当該シリーズ等の販売時に標準的な仕様と

して採用、設定している設備の性能値（COP等）を記載して下さい。（具体の対象設備の“パンフレット”

等も併せてご提出下さい。） 
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ハウス・オブ・ザ・イヤー・イン・エレクトリック 2007 
申請書（別紙１） 

 
 
1. 申請者名    

 

2. 申請商品名   

                              
3. 申請地域（該当するものに✓を入れる。複数地域の申請は可。） 
 □ Ⅲ地域   □ Ⅳa地域（Ⅳ地域北部）   □ Ⅳb地域（Ⅳ地域南部）   □ Ⅴ地域 
 （注）地域区分は、平成1１年の省エネルギー基準と同様、暖房デグリーデーを指標にしたものを用いるが、Ⅳ地域については南北に

二分する。つまり、暖房デグリーデーの範囲でいえば、Ⅲ地域：2500～3000、Ⅳa地域：2000～2500、Ⅳb地域：1500～2000、
Ⅴ地域：500～1500、である。Ⅳ地域におけるⅣaとⅣbのおおよその区分は、Ⅳa地域：北関東・北陸・山陰、Ⅳb地域：南関

東・東海・近畿・中国・四国・九州とする。 
 
★ 以下の4.と5.の事項については、下図のような住宅を申請商品で建てて、4人家族が住むことを想定して、回

答するものとする。 

 
4. 建物の仕様について 

4-1 建物の主要構造として該当するもの、一つに✓を入れる。 

 □ 木造(在来工法)  □ 木造(2×4工法)   □ 鉄骨造(スチールハウスを含む)  □RC造等(組積造を含む) 
 
4-2 建物の上部（屋根または２階天井）の断熱について、以下の(1)と(2)について回答する。 

(1) 断熱部位と断熱方法について、以下の中から該当するもの一つに✓を入れる。２種類以上、採用している場

合は主要なものについて回答する。 

 □ 木造または鉄骨造の屋根において、たる木の外気側を断熱する（屋根の外張断熱）。 
 □ 木造（鉄骨造は除く）の屋根において、たる木の間に断熱材を充填する（屋根の充填断熱）。 
□ 木造または鉄骨造の屋根において、たる木の室内側を断熱する（屋根の内断熱）。 

 □ ＲＣ造等における屋根の外断熱。 
□ 天井あるいは桁の上面を断熱する（天井断熱または桁上断熱。建物構造は問わない。）。 
※ 上記に該当するものがない場合（例えば、鉄骨造の充填断熱、RC造等の屋根の内断熱など）は、次ページの

囲み欄に断面図を記入し、断熱方法について説明する。特に、熱橋対策や充填断熱の場合の熱橋係数については

必ず記入する。 
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 (2) 断熱材の名称と熱伝導率、厚さ（外張断熱と充填断熱の両方を採用している場合などは、両者を合計した厚

さ）について、6～7ページの表 1・表 2を参考にして記入する。 

  
 
 
4-3 建物の外壁における断熱方法について、以下の(1)と(2)について回答する。 

(1) 断熱方法について、以下の中から該当するもの一つに✓を入れる。２種類以上、採用している場合は主要な

ものについて記入する。 

 □ 木造または鉄骨造の外壁において、柱の外気側を断熱する（外張断熱）。 
 □ 木造（鉄骨造は除く）の外壁において、柱もしくは間柱の間に断熱材を充填する（充填断熱）。 
 □ ＲＣ造等の外断熱。 
※上記に該当するものがない場合（例えば、鉄骨造の充填断熱、RC造等の内断熱など）は、以下に断面図を記 
 入し、断熱方法について説明する。特に、熱橋対策や充填断熱の場合の熱橋係数については必ず記入する。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
(2) 断熱材の名称と熱伝導率、厚さ（外張断熱と充填断熱の両方を採用している場合などは、両者を合計した厚

さ）について、6～7ページの表 1・表 2を参考にして記入する。 

  
 
 
4-4 建物の下部（床または基礎）における断熱部位と断熱方法について、以下の(1)と(2)について回答する。 

(1) 断熱部位と断熱方法について、該当するもの一つに✓を入れ、→以降の指示に従う。２種類以上、採用して

いる場合は主要なものについて記入する。 

 □ 床の根太の下面を断熱する（床断熱。建物構造は問わない。）。→(2)を回答する。 
□ 床の根太（金属製のものは除く）の間に断熱材を充填する（根太間断熱。建物構造は問わない。）。→(2)を回 
答する。 

□ 布基礎あるいは土間床の外周部を断熱する（基礎断熱。建物構造は問わない。）。→(3)を回答する。 
※上記には該当するものがない場合（例えば、鉄骨造の床の充填断熱など）、次ページの囲み欄に断面図を記入

し、断熱方法について説明する。特に、熱橋対策や、充填断熱の場合の熱橋係数については必ず記入する。 
 

断熱材名＝                  熱伝導率＝      W/(m･K)  厚さ＝    mm

断熱材名＝                  熱伝導率＝      W/(m･K)  厚さ=    mm 

（屋根・2階天井断面等記入欄） 

（外壁断面等記入欄） 
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(2) 床断熱における断熱材の名称と熱伝導率、厚さについて、6～7ページの表 1・表 2を参考にして記入する。 

  
 
(3) 基礎断熱の場合は、以下の図を参照して断熱材の名称と熱伝導率、および、D, T1, W, T2の数値を記入する。 

 
 
 

 
図：基礎断熱の場合に入力する長さ等 

 
4-5 開口部の仕様と熱性能について、以下の(1)と(2)について回答する。複数の仕様が採用されている場合は、主

要なものを記入する。 

 
(1)窓の仕様、および、窓の熱貫流率と日射侵入率を、7～8ページの表 3・表 4を参考にして記入する。 

 

 

 

(2) 玄関・勝手口ドアの仕様、および、熱貫流率を、9ページの表 5を参考にして記入する。 

 

 

 

断熱材名＝                  熱伝導率＝      W/(m･K)  厚さ＝    mm 

断熱材名＝                 熱伝導率＝      W/(m･K) 
D＝   mm, T1＝   mm, W＝   mm,  T2＝   mm 

建具の仕様＝                  ガラスの仕様＝                   

日射遮蔽の種類＝                熱貫流率＝    W／(㎡･K)  日射侵入率＝  

ドアの仕様＝                         熱貫流率＝     W／(㎡･K)  

（床断面等記入欄） 
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5. 設備の仕様について 

5-1 暖冷房設備はエアコン（ヒートポンプ）を想定し、各室の面積を参考にして回答する。 

 (1) 暖冷房設備の設置方式について、以下の二つの該当する方に✓を入れる。→以降の指示に従う。 

□ダクト等を用いたセントラル方式→(2)の表を埋める。 
□部屋ごとに独立したエアコンを設置→(3)の表を埋める。 

 

 (2) セントラル方式の場合、「全館24時間連続暖冷房」を行うものとし、設置されるエアコン（４台まで設置可

能）の能力やＣＯＰ（カタログ値）について下表に記入する。暖冷房の対象床面積は122㎡とする。なお、表

において、1 台目は最も優先的に運転されるエアコンとする。また、設置するエアコンの台数分だけを記入す

ればよい。 

エアコンの

No. 
暖房 冷房 

定格能力[kW] 最大能力[kW] COP 定格能力[kW] 最大能力[kW] COP 
1台目       
2台目       
3台目       
4台目       

 
 
 (3) 部屋ごとに独立したエアコンを設置する場合、「部分間欠暖冷房」を行うものとし、「居間・食堂＋台所」「主

寝室」「洋室1」「洋室2」の各室において、それぞれエアコンを設置するものとし、それぞれのエアコンの能力

やＣＯＰ（カタログ値）について、下表に記入する（居間・食堂＋台所および主寝室は２台まで設置可能）。 

エアコンを設置する室 
エアコン

のNo. 

暖房 冷房 

定格能力

[kW] 
最大能力

[kW] COP 定格能力

[kW] 
最大能力

[kW] COP 
室名 床面積

(㎡) 
居間・食堂 
＋台所 28 

1台目       
2台目       

主寝室 23 
1台目       
2台目       

洋室1 12 1台目       
洋室2 12 1台目       

 
※暖冷房負荷計算における設定条件は、別添資料「エネルギー消費量計算法の詳細」を参照。 
 
＊）申請書フェースシートで“提案型”とされた方は、お客様に高効率暖冷房機器の選択をして頂くための仕組み、工夫等を

記載して下さい。 
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5-2 給湯機はエコキュートを想定して記入する。 

 (1)設置するエコキュートのＣＯＰ（カタログ値）を記入する。 

   
 
 (2)標準採用する省エネ仕様および節水・節湯器具があれば、✓を記入する（複数記入可）。 

 
  □高断熱性能の貯湯タンク →熱抵抗値を記入する。熱抵抗[m2K/W]= 
 
  □高断熱性能の浴槽（いわゆる魔法瓶浴槽。断熱材の熱抵抗1.7m2K/W以上のもの） 
  □サヤ管・小口径配管         
  □台所用のシャワー吐水型水栓    
  □止水が容易な台所用水栓 
  □浴室用の節水型シャワーヘッド 
  □浴室用の手元止水シャワー 
 
5-3 換気装置について記入する。 

 (1) 主要な全般換気システムについて、該当するものに✓を記入する。 

  □第一種セントラルシステム（給気ファン＋排気ファン＋ダクト）を採用している。→(2)(3)(4)を回答する。 
  □ダクト方式の第三種換気システム（排気ファン＋ダクト）を採用している→(4)を回答する。 
  □ダクト方式の第二種換気システム（給気ファン＋ダクト）を採用している→(4)を回答する。 
  □ダクトレスの換気システムを採用している→(4)を回答する。 
 

 (2) 換気排熱の回収装置について回答する。 

  □全熱交換器が付いている。→回収効率を記入する。顕熱効率[％]＝     潜熱効率[％]＝      
 
  □顕熱交換器が付いている。→回収効率を記入する。顕熱効率[％]＝      
 
  □熱交換器が付いていない。→終了 
 

 (3) 熱交換器が付いている場合、バイパス経路について該当するものに✓を記入する。 

  □中間期用のバイパス経路が付いている。 
  □バイパス経路は付いていない。 
 

 (4) 換気システムのファン、常時運転する換気扇の消費電力について回答する。レンジフードなど、一時的に使

用するものの消費電力は算入する必要はない。 

 

   給気ファン・換気扇の消費電力の合計値       [W] 
 
   排気ファン・換気扇の消費電力の合計値       [W] 
 

 

COP＝                    
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表 1：材料熱伝導率（1） 
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表 2：材料熱伝導率（2） 

 
 
 

表 3：窓ガラスの日射侵入率 
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表 4：窓の熱貫流率 
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表 5：ドアの熱貫流率 
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ハウス・オブ・ザ・イヤー・イン・エレクトリック 2007 
申請書（別紙２） 

－視点２～４取組内容についてー 

■視点２：：トータルな省エネルギー性能向上のための工夫と先進性 

（設備・外皮設計等における工夫、空間設計の工夫、住まい方への提案等） 

 

 

 

 

 

 

 

■視点３：他の性能と省エネルギー性とのバランス・連携 

（快適性､安全性､耐久性、利便性､品質保証等とのバランス・連携等） 

 

 

 

 

 

 

 

■視点４：応募した省エネ住宅の普及に関わる取組 

（コストパフォーマンス、供給量実績 等） 

 

 

 

 

 

＊）・代表的な住宅の図面、写真等を併せてご提示下さい。（版権等、事務局、審査委員会での審査、取扱いに

問題が無いようご注意お願いします。） 

・また、必要に応じ、追記、資料添付等をして下さい。 

・なお、審査委員から、別途ヒアリングをさせて頂くこともありますので、ご了解下さい。 


